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井口　正 議員

固定資産税については、近年、課税誤り等が報道番組
でも取り上げられるなど、社会的関心が高まっている。

こうした背景には、担当職員の専門知識習得に時間を
要すること、2 〜 3 年周期の人事異動により業務に継続
して従事しにくい状況が要因として考えられる。本町で
は、評価から課税決定までの確認・チェック体制と、公平
な課税を担保する仕組みがどのように機能しているの
か、町の現状について伺う。

井口　正 議員

地域の憩いの場として親しまれる押原公園だが、利
用者層の固定化やイベントの魅力不足が課題となっ
ている。他自治体の多世代交流 · にぎわい創出の先
進事例を踏まえ、本町として押原公園のさらなる利活
用促進をどう考えるか。

  再質問
町民の意見や要望を指定管理者とどのように今後

の管理運営や公園の魅力向上に反映していくのか 。

町長
固定資産税は、町の安定した自主財源の核であり、こ

れまでも町では、固定資産税に限らず、すべての税・料
において、適正かつ公平に、万全を期して対応している。

課税事務については、国の評価基準に基づき評価額
を算出し、係内多重チェックを実施している。また、税務
研修や前任者等からの指導により税務知識等を習得し、
適正に業務を遂行している。引き続き、適正かつ公平な
課税に努めていく。

町長
町最大の公園として「スポーツ · 福祉 · 防災」の三

拠点機能を担う押原公園について、以前より各種イベ
ントを開催してきた。本年 6 月にはネーミングライツ
を実施し、その相乗効果とともに、新たなイベント企
画 · 管理棟活用 · 先進事例研究など多様な利活用策
を指定管理者と協議しながら推進していく。
  都市整備課長

管理棟にご意見箱等を設置し、利用者や利用団体
にアンケート調査等を実施、利用者の意見を集約して
反映させていく。

Q 固定資産税における適正かつ透明性の高い
課税運営を問う

A 引き続き、適正かつ公平な課税事務に努めていく

Q 押原公園の更なるにぎわい創出と利活用推進を問う
A 新イベント · 管理棟活用 · 先進事例研究など多様な利活用策を検討していく

植竹 由美 議員

激甚化する災害と能登半島地震の教訓から、地域
住民主体の「動ける防災体制」構築が急務となる中、
昭和町における防災士 · 防災リーダーの人数と活動
状況、資格取得後の活動機会や若い世代への継承、
研修機会の充実についてどのような取り組みをして
いるのか。

  再質問
防災士 · 防災リーダーの役割分担の明確化 · 継続

的活動の仕組みづくり · 現実に即した実践型訓練の
推進についての町の考えは？

町長
地域防災計画に基づき物資備蓄 · 避難所運営 · 総

合防災訓練を実施するとともに、令和 7 年度末現在、
防災士48人 · 防災リーダー44人を養成。研修講師
や広報コラムなどの活動を展開しており、今後はさら
に若い世代への周知と研修機会の充実を検討してい
く。

  企画財政課長
防災士 · 防災リーダーの多岐にわたる役割を区長

会と連携して整理しながら、資格取得後の研修 · 交流
機会の創出と実践型訓練の継続により、地域防災力
のさらなる向上を図っていく。

Q 実践型防災と防災士の活用を問う
A 若い世代への継承と研修機会の充実により地域防災力の向上を

図っていく

植竹 由美 議員

高齢化 · 共働きの増加 · 地域とのつながりの希薄
化による自治会離れが進む中、防災 · 防犯 · 見守りな
ど地域コミュニティを支える自治会の担い手不足が
深刻化している。回覧板配布や人手不足による役員
固定化など継続的な負担が自治会運営を圧迫してお
り、デジタル活用による業務効率化を図るなど、自治
会運営の負担軽減策について町の考えを問う。

  再質問
新しく転入された方や若い世代にも地域とのつな

がりを感じてもらえるよう、町としてどのような支援を
していくのか ？

町長
12 行政区それぞれの実状を踏まえ、地域力活性

化交付金の継続や消防団員向け家族等ねぎらい給付
金の創設、区加入促進チラシの配布、一部印刷物の
全戸配布廃止によるデジタル化など負担軽減策を講
じており、今後も区長会と連携しながら課題対応を続
けていく。

  企画財政課長
加入促進チラシによるメリットの見える化 · 段階的

なデジタル化 · 地域力活性化交付金の継続を通じ、
高齢者への配慮と若い世代への働きかけを両立しな
がら自治会運営の負担軽減と加入促進を図っていく。

Q 地域の担い手不足と自治会離れ対策を問う
A 交付金継続 · 給付金創設など負担軽減策を講じて課題解決に

取り組んでいく

4 5やまなし 議会だよりしょうわ No.210
令和８年7月２０日発行

やまなし 議会だよりしょうわ No.210
令和８年7月２０日発行



一
般
質
問

一
般
質
問

野沢 敬夫 議員

押原公園の指定管理について、契約更新のたびに
管理料が増加し行政コスト縮減という制度本来の目
的が果たされず財政負担が増加傾向にあり、利用料
金の適正化 · 大会やイベント誘致による利用率向上 ·
自主事業収入の拡大·夜間利用や付帯設備活用など、
収益増加の為、管理運営方式等について検証する考
えはあるのか。

  再質問
来年度の契約更新にあたり、運営方式について現

行方式と、業務委託 · 直営方式とのコスト比較など実
施し、判断するのか。

河住 保茂 議員

約10年前から支援してきた教職員の主体的な視察
· 研修が、コロナ禍以降実施されていない状況が続い
ている。子どもたちの学びの充実には教職員の資質
向上が不可欠であり、多忙な教職員が視察 · 研修を
実施できる環境づくりについて教育委員会はどう考
えているのか。

  再質問
新規事業とは具体的に

どのようなものなのか。

町長
人件費上昇と物価高騰により指定管理料の基準価

格が微増となっており、行政コスト縮減というメリッ
トを生かす為には、使用料以外の収入増が不可欠と
なっている。指定管理者に対して自主事業拡大 · 新規
事業企画を要請し、管理棟空きスペースの有効活用
も検討中。ネーミングライツ事業により、3 年間の収
入確保と利用者増加を期待している。来年度に向け
指定管理制度の効果を評価・検証していく。

  都市整備課長
指定管理制度の効果を様々な観点から評価し、財

政負担軽減と住民サービス向上を実現する効率的な
運営方式を選択していく。

教育長
県の研修制度を補完する町独自の職員研修補助金

制度が一定の成果を上げてきた一方で、新型コロナ
感染症以降、Web 研修の定着と新規事業に伴う先
進校視察機会の減少により補助金の利用件数は以前
と比べて減少している。今後も効果的な研修の支援
に努めていく。

  学校教育課長
町内全小中学校へのコミュニティ· スクール導入や

小学校英語教育の実施にあたり、強化拠点校への視
察研修などに予算措置を行っている。

Q 押原公園の指定管理を問う
A 自主事業拡大 · ネーミングライツの相乗効果 · 使用料見直し研究

で収益改善を図りながら行政コスト縮減と住民サービス向上の
両立が図れる運営方式を多角的に評価 · 検討していく

Q 教職員が主体的に視察や研修できる
環境づくりを問う

A Web 研修定着により補助金の利用件数は減少。今後は教職員の
資質向上に向けた研修支援のあり方を見直していく

保坂 貴子 議員

内閣府ガイドラインや昭和町第 7 次総合計画が女
性 · 要配慮者の視点を取り入れた防災対策の重要性
を示す中、避難所での女性物資不足 · プライバシー
確保 · 乳児家庭 · 障がい者 · 多国籍住民への対応が
課題となっており、地域防災計画や避難所運営に多
様な視点をどう反映しているかを問う。

  再質問
建設計画中の子育て支援センターについて、災害

時に女性 · 子ども · 子育て家庭の避難拠点としてどの
ように活用していくのか？

町長
令和 6 年度改定の地域防災計画に女性 5 人が防

災会議委員として参加し、女性専用相談窓口 · 授乳
· 防犯対策など具体的配慮策と備蓄整備を進めなが
ら、多様な立場の視点も取り入れ、今後も訓練 · 研修
の充実で安全 · 安心なまちづくりを推進していく。

  企画財政課長
基本計画に災害時受け入れ機能の検討が明記され

ており、今後の実施設計や建設委員会等での議論を
通じて、災害時活用の検討を進めていく。

Q 女性や多様な立場の方の視点を活かした
地域防災を問う

A 女性の視点や多様な立場への配慮を計画に盛り込み、備蓄品 · 消
耗品の整備を進め、訓練 · 研修の充実に取り組んでいく

保坂 貴子 議員

町が施政方針で掲げる町単教員の適正配置や「こ
ども家庭センター」による切れ目のない支援を踏ま
え、児童福祉法やこどもの権利条約が求めるすべて
の子どもの権利保障に向け、多様な特性を持つ子ど
もとその家族が安心して暮らせる「こどもまんなか社
会」をどう実現していくのか。

  再質問
改正児童発達支援ガイドラインが家族のウェル

ビーイング向上を重視する中、発達に特性のある子
どもの家庭に限らず孤立感や不安を抱える保護者へ
の相談支援 · レスパイト支援など、安心して子育てで
きる環境づくりへの取り組みは？

町長
「昭和町こども計画」のもと、こども家庭センター

によるワンストップ支援、発達障害児生活支援委託事
業、町単教員の適正配置、障害児保育士への助成、医
療的ケア児への訪問看護派遣など多面的な支援を展
開し、子どもの権利保障と幸せな将来を見据え、関係
各課 · 関係機関が連携して誰一人取り残さない「こど
もまんなか社会」の実現を目指す。

  いきいき健康課長
妊娠期から子育て期まで切れ目のない相談支援に

取り組み、関係部署との連携のもとレスパイト支援や
各種子育てサービスにつなぐとともに、民生委員 · 児
童委員による地域見守りと組み合わせ、安心して子育
てできる環境づくりを推進している。

Q 多様な特性を持つ子どもへの支援と「こどもまんなか社会」の
実現を問う

A こども家庭センターを核とした多面的な支援体制を整備し、切れ目のない支援体制の
充実に努める
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今澤 幸広 議員

町民の健康増進を目的とした提携保養所の助成制
度について、制度開始当初から助成額が据え置かれ
たままのため、近年の宿泊料金 · 交通費の高騰によ
り実質的な支援効果が低下している。物価上昇の実
態に即した助成額の引き上げにより、利用促進と町民
サービスの向上を図るべきではないか。

  再質問
公共工事の多額の業者向けの対応は前向きだが、

少額で対応できる町民向けの助成制度である助成額
見直しについては、消極的。高齢者世帯や子育て世帯
は、余暇活動や健康増進のための外出機会が減少し
ており、本制度の意義は高まっている。改めて助成額
見直しも含め、お聞きする。

町長
町民の心身リフレッシュや交流を目的とした保養施

設利用助成事業について、物価高騰による経済的負
担増を認識しつつも、助成額見直しには財源確保や
事業優先順位の総合的な勘案が必要なため、現行内
容を基本に安定継続しながら、福祉増進 · 子育て支援
の充実につながる利用しやすい事業のあり方につい
て継続的に研究していく。

  総務課長
今後は利用状況や町民ニーズを注視しながら、町

民にとって利用しやすく、また、町民福祉向上につな
がる事業となるよう、助成額見直しも含め研究してい
く。

Q 本町提携保養所の利用助成額の見直しを問う
A 現行内容を安定継続しながら利用しやすい事業のあり方を研究していく

今澤 幸広 議員

中東情勢を背景とした資材 · 燃料 · 人件費の高騰
により、公共工事の入札不調や工事の遅延、施工業
者の経営圧迫が全国的な課題となっている。公共工
事は、地域経済を支える重要な事業であり、災害時の
対応力の確保にもつながる。建設業者の安定経営を
守るため、予定価格の適正化 · 設計変更 · 工期平準
化など、物価上昇に対応した発注 · 契約方法の見直し
が自治体に求められている。本町の対応状況と今後
の方針を問う。

町長
資材価格や労務単価の動向を注視しながら最新単

価と国の指導を踏まえ、実勢価格を反映した予定価
格の設定に努めている。また、施工時期 · 工期の柔軟
な調整、契約後のスライド条項適用など多面的な対
応により、業者への過度な負担の軽減を図っている。
地域経済と災害対応力を支える建設業者の安定経営
にも配慮しながら、今後も適正な発注に努めていく。

Q 物価高騰に対する公共工事の発注、
及び契約状況を問う

A 地域経済と災害対応力を支える建設業者の安定経営にも
配慮しながら、適正な発注に努めていく

今村 　力 議員

全国で老木の倒木による人的 · 物的被害が相次ぐ
中、本町でも山伏川の桜並木や押原中学校の桜、公
園 · 街路樹などに老木 · 根上がりの危険箇所が見受
けられる。町民の生命と財産を守る危機管理として、
老木 · 危険木の点検 · リスク把握 · 安全対策の取り組
み状況は。

町長
「昭和町緑の基本計画」と「環境基本計画」に基づき

グリーンインフラとして整備してきた街路 · 公園の樹
木等、町が管理する樹木において、老朽化 · 強風 · 害
虫 · 気候変動による倒木リスクが全国的に問題となっ
ているが、本町では定期点検を実施し、危険と判断さ
れた樹木については適切な対応を実施しており、今後
も景観形成と安全管理を継続していく。

Q 町が管理する樹木の現状と安全対策を問う
A 定期点検と危険木への適切な対応を継続

安全管理と景観形成の両立を図っていく

長田 信夫 議員

町内に歩道がある条件を満たす幹線道路でも、自
歩道に指定されていないので、仕方なく車道を走る
自転車が多くなった。歩道に歩行者もいないのに車
道を走り、自動車が危険な追い越しをするなどの状況
を見かけることが多くある。

高校生、社会人等の多くの自転車が歩道を通行し
通学・通勤をしているので、自歩道の指定をするよう
県公安委員会（交通管理者）に要望してはどうか。

町長
町内の自歩道指定状況を調査した結果、幅員要件

を満たす路線は押越西条新田線（水道道路）の一部
以外は自歩道指定済みで、自歩道指定の要件を満た
さない路線については、歩道の状況を把握し、地元関
係者・通学路となる小中学校の意見を聴取した中で、
自歩道の申請を行えるのか、矢羽根等の設置が良い
のか、警察等への相談を速やかに行なっていく。

Q 自転車歩行者道（略称＝自歩道）の指定要望を問う
A 道路整備事業と連携した協議や安全な路面標示設置により

自転車通行環境の確保を図っていく

6 月定例会の閉会にあたり
「全国的な人口減少が進む中、昨年の国勢調査速報値では、昭和町は県内でも数少ない人口増加自治体の一つと
なりました。これは、交通利便性や商業環境、子育て支援、健全な財政基盤など、これまで積み重ねてきたまち
づくりの成果であり、町民の皆様、行政、議会がともに築いてきた財産であります。
しかし、発展している時こそ次の一手が問われます。
人口増加に伴う新たな課題にも着実に対応していかなければなりません。発展を続けている今こそ、昭和町は
次の時代への備えを進める必要があります。
昭和町がこれからも「選ばれる町」であるだけでなく、「住み続けたい町」であり続けるために、私たち議会も現
状に甘んじることなく、学び、行動し、改革を積み重ねながら、町民の皆様から信頼される議会を目指し、議会と
しての責任を果たしてまいります。

議長　海野　豊
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（委員：対象委員会所属議員　議員：傍聴議員）

6月定例会委員会質疑
議会だよりではスペースの都合上、審議した議案や質問・答弁の内容を
要約して載せています。会議の内容は、会議録に詳細に記録されてお
り、ご覧になりたい方は議会事務局までお問い合わせください。

【補正予算】
コミュニティバスの実証実験

井口委員　停留所が決まって運行されるが、一度、
役場に来た帰りに駅などに止まることはできないか。
福祉介護課長　実際に車で走行して計測したうえ
で時刻的なものを計算しているため、現時点では難
しい。（身延線へのアクセス利用は可能）
植竹議員　空席があってもモニターの申込をしてい
ない者は利用できないのか。
福祉介護課長　実証実験として、モニター登録して
いただいた方を対象として行っているため、その場で
希望があっても対応できない。

涼み処開放助成事業

野沢議員　大型ショッピングセンター（イオン・ヨーカ
堂）では、昨年も涼み処として店内の一部を開放して
もらっている。区に対する補助金同様大型ショッピン
グ店にも町から補助金を出すことを検討できないの
か。企業と町との相互利益の関係が一層深くなるの
ではないのか。
いきいき健康課長　クーリングシェルターは、町が
指定し、現在無償で行ってもらっている。町が業者に
補助金を出して、場所を提供してもらう発想について
は考えていなかった。今後情報収集等を行いながら
検討していきたい。

押原公園トイレの解放・目的外駐車
（nanahoユナイテッドパーク押原）

海野議員　現状、公園内の中央トイレは、朝8時から
の使用となっているので不便である。改善をしてほし
い。また、 駐車場の長時間放置車両や公園利用者
以外の目的外駐車の対応は。

都市整備課長　過去のいたずら防止対応による時
間制限を行っていたが、利用者の利便性を考慮し、
まずは試験的に開放をする形で対応をしたい。
放置車両については、状況を把握し迅速に対応に
努める。高速バス利用者等の目的外駐車についても
看板を新たに設置し、注意喚起を行い対応する。

【その他】
防犯カメラの補助制度

保坂議員　家庭用防犯カメラの購入・設置に対す
る補助金交付を導入する考えはあるのか。
福祉介護課長　特殊詐欺や不審者対応は巧妙化
しており、高齢者が標的にされやすいことは理解して
いる。すでに家庭用防犯カメラ補助制度を導入して
いる先進自治体に対して、導入の経緯や運用方法を
まず確認し、昭和町の実情に合うかどうかを検討し
協議していきたい。

要配慮者の個別避難計画における進捗と運用は

保坂議員　町の個別避難計画の中の要配慮者に
対する運用方針を今後どのように進めていくのか伺
いたい。
福祉介護課長　現状、避難行動要配慮者の方が
400人程いる。その中でさまざまの方の意見を聴取し
ながらセルフプランの形で作るために対象者全体へ
周知・聞き取りをして作成をしているため、なかなか
進まないのが現状である。ケアマネージャーや障害
福祉サービス計画相談員の方々に協力をいただい
て、ご自身での作成も進めていきたい。

（委員：対象委員会所属議員　議員：傍聴議員）

産業厚生常任委員会 今澤委員長今澤委員長

【補正予算】
コミュニティ助成

永井議員　今回一般会計補正予算の中で、コミュ
ニティ助成金として100%補助により備品として240万
円の助成をしているが、この助成事業の内容を各区
長が認識しているか伺いたい。
企画財政課長　これまでも説明しているが、各区へ
区長会の折に周知している。各区の申請により、備品
等を購入できる。100%補助が受けられるものになる。

押原小のエアコン修繕

小林議員　押原小のエアコンが故障してしまい、当
初の修繕費では不足するとのことだが、どう対応する
のか。
学校教育課長　予備費を充当して緊急修繕を行う
予定である。

3小学校の体育館空調・遮熱工事の入札方法

野沢委員　3校同時に入札を行う予定だが、昨年の
グラウンドのLED照明交換工事では、3件それぞれ
に別々の会社が1社しか入札しない状況になってし
まった。今回、町内業者に限らず、幅広い業者の参
加が出来る条件で競争入札が行われることが望まし
いのではないのか。
副町長　一般競争入札なので、参加する業者を町
がコントロールすることはできない。なるべく多くの会
社に参加してもらえるような公募の方法を考えていき
たい。

【その他】
広報しょうわの文字の大きさ

野沢委員　広報誌の文字が高齢者に小さすぎて読
みづらいとの声がある。どうにか大きくすることが出来
ないのか。穴を開けなくて済んだ分費用が減ってい
る。ページ数を増やして対応できないか。
企画財政課長　余計な写真やイラストを減らし、文
字が分かりやすいよう工夫をしていきたい。ページ数
の増はその分の記事を増やす必要もあり、調整し検
討していきたい。

マスコットキャラクターの制作

海野委員　今では多くの地方自治体にマスコットキャ
ラクターがある。祭りやイベントではマスコットがいると
盛り上がるため、昭和町らしさを考えたマスコットキャ
ラクターの制作はできないのか。
総務課長　マスコットキャラクターの制作は、町の魅
力をわかりやすく発信し子どもから大人まで親しめる
手法であり、町の広報、イベント、各種啓発活動に持
続的に活用していくことが重要だと考える。今後につ
いては、他自治体の事例や活用状況を参考にし、昭
和町らしさを発信する方法の一つとして考えていく。

30号線右折の信号設置

長田委員　アルプス通りと町道30号線の交差点（竜
王南小南交差点）に右折信号機がなく、朝夕の通勤
時には渋滞が発生する状況であるため対応をしてい
ただきたい。
企画財政課長　この件については警察から地元の
要望があれば協議できるものとされている。
長田委員　西条新田区が30号線と東西にのびる町
道１号線との交差点の信号設置の件については要
望を出しているので対応をしていただきたい。
企画財政課長　当該の場所には令和4年に警察と
町企画財政課で話をした経緯がある。まずは町で交
差点内で町道1号線の拡幅改良の必要があり、改良
が終了したならば信号機の設置を検討するものとさ
れている。

部活動等で利用するバスの状況

小林議員　小中学校の校外学習や部活動で利用
するバスの契約状況と教育委員会バスの運転手の
雇用形態を、年齢や既往歴など健康面を含めて確
認したい。
学校教育課長　校外学習や部活動での移動は貸
切バスの借上げを通達している。教育委員会バスの
運転手には健康面について聞き取りを行っているが、
今後、診断書の提出も検討する。

総務教育常任委員会 今村委員長今村委員長
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6月定例会で決まったこと
　令和８年６月定例会は、６月５日から６月１５日まで１１日間の会期で開催しました。
　専決処分８案件、令和８年度予算関係２案件、人事案件３案件の計１３案件を審議しました。

詳細は８月末更新予定のＨＰの会議録をご覧ください。

案 件 名 審議結果

【専決処分】（８案件）
●昭和町税条例中改正の件　●昭和町国民健康保険税条例中改正の件　●昭和町介護保険条例中改正の件　
●和解及び損害賠償の額を定めることについて
●令和７年度昭和町一般会補正予算（第８号）について（6,848万5千円減、総額116億3,243万6千円）　
●令和７年度昭和町国民健康保険特別会計補正予算（第４号）について（歳入科目の変更）　
●令和７年度昭和町介護保険特別会計補正予算（第４号）について（歳入科目の変更）
●令和７年度昭和町介護サービス特別会計補正予算（第３号）について（43万2千円減、総額3,107万7千円）

承認

【令和８年度予算】（2案件）
●一般会計　歳入、歳出ともに３億１,３５７万７千円増額し、歳入歳出予算の総額を、１１０億１６１２万５千円とするもの。
●介護保険特別会計　�歳入、歳出ともに1,672万8千円を増額し、歳入歳出予算の総額を12億3,049万1千円とす

るもの。

可決

【人事案件】（３案件）
●昭和町固定資産評価審査委員会委員の選任
　花形 清二 氏（紙漉阿原）
●昭和町教育委員会委員の任命
　井口 加保理 氏（飯喰）　　鮎川 哲 氏（西条新田）

同意

（全て全会一致）

7月臨時会で決まったこと
　令和８年７月臨時会が７月３日に開催され、工事契約締結の件１件と条例改正１件が審議されました。

案 件 名 審議結果

●昭和町総合体育館空調設置及び照明・床改修工事請負契約締結の件（3億6,080万円で契約） 可決

●昭和町立温水プールの設置及び管理運営に関する条例中改正の件 可決
（全て全会一致）

橋本市議会（和歌山県）第一義会派（４名）視察受入（5月19日）

富士川町議会へ一般質問番組制作事業・視察研修（5月13日）

住みたい町ランキング１位について、各自治体で人口減少が問題となっている中で昭和町は50年
以上人口増加となっている。

住みたい町No.1の評価について昭和町が選ばれる理由を「子育て施策」「都市構造」・「商業施設」・
「財政」等からの質問を受け、昭和町の取組内容を説明するとともに橋本市・昭和町の現状課題に
ついて意見交換を行った。

昭和町議会の総務教育常任委員会
は、富士川町議会へ一般質問における
CATV録画放送及びユーチューブ配信
の視察をおこないました。

富士川町議会では、議会の透明性の
向上、傍聴機会の拡大、議会への関心
向上のため、一般質問内容の周知や平
日の昼間に来庁できない住民の方々へ
の対応、議員活動の見える化を目的に
CATVの録画放送を、議会終了後1日2
回午前9時と午後5時に放映をするとと
もに、ユーチューブの配信を実施して
いる中で、再生回数は150回〜500回程度あり、多くの方が閲覧をしているとの事です。視察研修で
は、導入までのご苦労や経費、今後の課題など多くの質問をする中で、昭和町議会でも一般質問にお
ける番組制作をこの視察を機に検討し取り組みたいと考えます。
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昭和町議会では、議会モニターのみなさんに議会だよりに関してのアンケートヘご協力をいただいています。今回は、「議会
だよりしょうわNo.209 について、議会モニターのみなさんから頂いた貴重なご意見等をいくつかご紹介させていただきます。

議会だよりしょうわNo.209について、こんな意見をいただきました。（要約掲載）

●委嘱期間●
令和8年4月1日〜令和10年3月31日
令和8年4月23日、今年度から新たに議会モニター
を勤めていただく6人の方々に委嘱状を交付しま
した。これから2年間、活発な議会活動のためのご
意見をよろしくお願いします！

令和8年度予算主要事業について
● 一般会計の総額(107億）と主要事業項目予算計上は良いが、6項目の合計額が必要なのではないか。
● �配色が多く、かえって見にくいのではないかと感じた。

一般質問について
● 給食費無償化の継続内容が分かりやすく良かった。
● 町の財政が厳しい中、将来的な税収増など収入基盤の維持を積極的に行っていく答弁が引き出せたのは良い。

委員会質疑について
● �「防災士・防災リーダー役割と活性化策」県の防災リーダー認定者（防災士取得多数）同士の交流、組織作りをして継続
して研修できる体制が必要だと思う。

● �「清掃員（ゴミ置き場への水道設置要望）」ゴミの出し方の周知及び清掃の徹底が大切だが、地域性から見て究極的には
水道の設置が必要であると感じた。

その他
● �年齢を重ねた方々は冊子で、若い世代の方々はネットを通じて情報を得ているかと思う。これ以上のことは不可能と考
える。現状で満足している。

● 「施策を問う」の表示の前にありきたりだが「一般質問」の表示が欲しい。
● 今年度からモニターとなって「議会だより」に多くの情報が載っていることを再認識した。
● 新・旧住民、町民の意見交換の場を増やしてはどうだろうか。
● カラー表示が良いと思うので今後も続けて欲しい

● 野澤初彦氏（西条一区）　● 三橋　博氏（西条二区）
● 井上幸夫氏（河東中島）　● 内藤　章氏（築地新居）
● 磯部豊蔵氏（飯喰）　　　● 淺沼　歩氏（上河東二区）
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昭和町に初めて住んだのは、昭和５７年（1982年）
の結婚を期に当時、主人と私の勤務地がそれぞれ
峡南方面と甲府市内であったことで通勤に便利な
昭和町内にある県営団地でした。
そこから2年間程、事情により主人の実家がある

南アルプス市（旧櫛形町）に移りその間、家族も増
え家を建てることになり選んだのが馴染のある昭和
町でした。そのころの昭和町への想いは漠然として
いた私とは対照的に主人の町へのイメージは、甲府
盆地の中心でアクセス利便性が良く、田園地帯の明
るく穏やかな雰囲気だったと言います。県内地図を
見ると真ん中のコンパクトな町で、商業施設や医療、
教育が充実して子育てや高齢者に優しい住みやす
い環境だと感じ、昭和町に住んで良かったと思って
います。今は地域に関わる活動を通して仲間づくり
など楽しく過ごしています。
これからも、小さいながらも充実した、住民の声
が届きやすい町づくりを進めてほしいと思っていま
す。

上河東二区

淺
あさぬま

沼  歩
あゆみ

さん

西条一区

高
たかはし

橋  裕
ひろゆき

之さん

昭和町に住んでみて、行政サービスは手

厚いと感じます。

特に、子育て支援が充実していますが、

学区の小学校が入学時と卒業時で学級数

の減少があると聞きました。そのことから、

支援対象の０～18歳人口の中で手厚い支

援を受けられる期間と期間外での人口定着

率が気になりました。

昭和町は面積が狭く、今後人口の激増は

見込めず、納税人口の確保＝財源という点

で同水準の行政サービスの維持は厳しいと

思います。

子ども世代の成人後に負の遺産を背負

わせないことも必要だと思います。
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